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切り取って最寄りの書店にお渡しください 

江戸時代からふつうに行われていた感があるが，馬を

使った耕起が日本の穀倉地帯に広まったのは，たかだ

かこの百年ほどのことにすぎない．この技術を指導し

た人たちを馬耕教師と呼ぶ．昭和初期には各地で馬耕

の講習会や競技会が開かれるほど，日本中が明日の農

業に希望を持ち，新しい技術を身につけようとするエ

ネルギーにあふれていた． 

耕耘機の登場とともに，またたくまに人々の記憶から

消えていった歴史を振り返る．初公開の図版 100 点超 
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馬耕教師の横顔 

・農家を納得させる技術は必須で，荒くれ

馬を用意されても顔色を変えない 

・小学校校長の数倍という高給取り 

・フロックコートや三揃えを着て登場 

・お見合いでは高い人気 

・戦前は中国大陸や朝鮮半島へ渡った人も 


